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実践事例発表

令和８年７⽉２７⽇（⽉）
愛知県ユネスコスクール指導者研修会

発表者：教諭 ⼭⽥啓介

岐⾩県⽴池⽥⾼等学校

在籍数 335 人
1学年100人強の小規模校
（1クラス25～30人）
池田町内唯一の高校

⇒地域連携のしやすさ◎
単位制普通科⇒コースの設置

岐⾩県⽴池⽥⾼等学校 学校概要
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地域課題×コースの学び

⇒生徒）探究活動を自分事化
キャリア形成の準備

本校）本校の強みの掛け算

カレーde探究（１年生）

入学後すぐに仲間づくり。
防災訓練を兼ねて、
グループメンバーとカレーを調理。
［狙い］

協働の精神
他者理解

本校探究活動事例の紹介（準備編）

ディベートde探究（１年生）

身近なテーマでグループ討論。
テーマ例）池高に制服は必要か

校内でのスマホ使用
［狙い］
情報収集能力
論理的思考力・表現力を養う。

本校探究活動事例の紹介（準備編）
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理数探究基礎（１年生）
R8～の新たな挑戦
［狙い］

情報収集・分析・表現の強化
生成AIの理解・有効活用

で探究の基礎力を養う。

本校探究活動事例の紹介（準備編）

池田de探究【２年生】
テーマは 地域課題×コースの学び

池田（地元）を、ではなく池田で探究
する。（地域課題に関する探究）
最終的に町役場への施策提案や実践報
告を行う。

本校探究活動事例の紹介（メイン）

看護・医療コース
池田高校をよりよい避難所にしたい

人文科学コース
伝統のやな を守りたい

自然科学コース
「地域ラジオ」音源を

ＡＩを利用して教材化する
国際理解コース

「西濃」の魅力を外国人に伝えよう

（１）テーマ設定
原則：地域課題×コース
①オリジナルテーマ
②町役場・教員の提案テーマ

⇒役場職員や教員が
⾃分事として指導
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（２）軌道修正
テーマの専⾨家への

全２回の中間報告会
講師）町役場職員、⼤学教員

地域企業、外部専⾨家

⇒どのような観点で評価・指導
を⼊れてもらうべきか？

中間報告会（１回⽬）での評価基準
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（３）検証活動
・“机上の空論”からの脱却
・⽣徒にとっての
「⼤きな⼀歩」になると信じて

（４）探究成果報告会
①コース内報告会（教室30⼈）
②全校報告会 （ブース40⼈）
③地域への報告会（⼤ホール350⼈）

表現を重ねることが、
⽣徒の経験と⾃信に

●本校探究活動の課題

①R9〜増単
内容を深める仕掛け

②理数探究の充実
③⾮認知能⼒の評価⽅法

R8〜 Ai GROW 導⼊
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◎本校探究活動の成果

①地域との継続的な連携
⇒ 学習の深化

⽣徒のフィールドの拡⼤
②⽣徒の成⻑を実感する機会増
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